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議会評価意見書（令和 7 年度事業） 

事業名 協働推進事業（地域支え合い生活支援事業補助金） 

議会評価 事業内容：要改善 予算規模：現状維持 

【評価理由】 

本事業は、高齢化や過疎化が進む地域において必要性が高く、草刈り支援を中

心に需要が多い事業である。しかし、予算執行額は低調であり、制度と地域ニーズ

の間に不一致が生じている。 

特にニーズの多い草刈り支援において、農地であることを理由に対象外となる

など、地域の実情や要望との乖離が見られる。また、対象が 70 歳以上の高齢者の

み世帯に限定されている点や、サービスのマッチングを行う事務局に手当を出せ

ない点など、ルールが柔軟な対応を狭めている。 

以上の点から、事業の必要性は認められるものの、地域が活用しやすく実情に

対応できる制度への見直しが不可欠であり、事業内容は「要改善」とする。 

予算規模については、まずは現行予算の中で改善策を検証し利用状況を見極め

ることが適当であるため、「現状維持」とする。 

 

【執行部への提案内容】 

1  草刈りの対象範囲は市が一律に制限せず、一定程度、申請団体に委ねる方向

へ見直すこと。具体的には、原則として農地は対象外とするが、地域で運用規程

に定めて合意が得られれば対象とし、運用規程を市に提出させるなど適正な運

用を担保する仕組みを構築されたい。 

2  本事業をまちづくり総合交付金に組み込むことも検討されたい。これにより

地域の実情に応じた柔軟な運用が可能となり、地元の負担軽減にもつながる。 

3  支援対象者は、70 歳以上の高齢者のみ世帯に限らず、70 歳以下の障がい者等

の作業困難者世帯への拡大を検討すること。さらに、先行して実施している草

刈り支援等の事例を各まちづくりセンターで共有し、事業の周知を図るととも

に、地域ごとの困りごとを把握し、買い物支援等を含めた支援内容の見直し・拡

大を検討されたい。 

4  実施団体の高齢化への対応として、大学生等若い人材の活用も視野に入れた

持続可能な支援策を検討すること。 

5  なお、予算規模の評価は現状維持としたが、今後の事業内容の拡充や利用状

況の増加に伴っては、予算規模の拡充も視野に入れて検討されたい。 
 
 

  


